
第 29 回合志市地域公共交通協議会 次第 

 

平成 26年 5月 28日（水）10：00～ 

合志庁舎 2階大会議室 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 会長及び副会長選出 

 

５ 報 告 

報告事項 

平成 25年度コミュニティバス運行実績報告について 

 

６ 議 題 

協議事項 

（１）コミュニティバス運行事業評価について 

    （２）平成 26年度事業計画(案)について 

    （３）合志市生活交通ネットワーク計画（案） 

 

５ その他 

第 30回協議会開催日について：平成 26年 10月 

  

 

６ 閉会 

 

 

 

 



合志市地域公共交通協議会

平成26年5月28日

平成25年度コミュニティバス運行実績報告 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

運行経費（円）　　　　　　ａ 2,968,063 3,057,074 2,953,886 3,071,252 3,071,252 2,939,707 3,071,252 2,953,886 3,028,718 3,028,718 2,761,685 3,042,897 35,948,390

運賃収入（円）　　　　　　ｂ 626,200 634,900 606,100 719,100 746,600 601,000 643,200 582,300 724,500 614,700 606,900 787,300 7,892,800

委託料　 （円） 　　　   　ｃ 2,341,863 2,422,174 2,347,786 2,352,152 2,324,652 2,338,707 2,428,052 2,371,586 2,304,218 2,414,018 2,154,785 2,255,597 28,055,590

収支率　　　   　 (b÷ａ)×100 21.1% 20.8% 20.5% 23.4% 24.3% 20.4% 20.9% 19.7% 23.9% 20.3% 22.0% 25.9% 22.0%

利用者数（人）　　　　　　ｅ 6,030 5,989 5,733 6,855 7,314 5,890 6,336 5,663 6,637 5,947 5,813 7,561 75,768

運行日数（日）　　　　　　ｆ 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

運行便数（便）　　　　　　ｇ 342 352 340 354 354 338 354 342 348 348 318 350 4,140

1便当たり利用者数　 ｅ÷ｇ 17.6 17.0 16.9 19.4 20.7 17.4 17.9 16.6 19.1 17.1 18.3 21.6 18.3

市民一人当たり負担額（円）※ 48 50 48 48 48 48 50 49 47 50 44 46 578

H24年度利用者数（人）ｈ 4,289 4,393 4,281 5,268 6,034 5,596 6,008 5,403 5,883 5,559 5,169 6,731 64,614

対前年比　　　　　　　 ｅ÷ｈ　 1.41 1.36 1.34 1.30 1.21 1.05 1.05 1.05 1.13 1.07 1.12 1.12 1.17
48,553 人より算出

図１－１．月別利用者数（H24、H25年度)、１便当たり利用者数（Ｈ25年度）の推移 図１－２．運賃収入、委託料、収支率の推移（Ｈ25年度）

平成25年度レターバス運行実績等一覧

　　※市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数 ＝
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H24年利用者数 H25年利用者数 １便当たり利用者数（左目盛り） 
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委託料 運賃収入 収支率（左目盛り） 

 レターバスの利用者数は年々増加傾向にある。Ｈ24年度は年間利用者が約6万5
千人であったが、Ｈ25年度は約7万5千人となった。 
 平成22年10月の運行開始から3年6ヵ月が経過し、利用促進策の取り組み等の成

果も見られ市民の認知度も上がり、利用者が顕著に増加している。 
 H25年年度の利用者数は、月平均約6,300人（H22年10月実績：2,328人）であり、運

行開始月と比較すると約3倍に増加している。 
 なお、1便当たりの利用者数は18.3人であった。（レターバスの座席数は18席）立ち

乗り客が発生している便も多く見られ、増便や車両の大型化の要望もあっている。 

 運賃収入は、利用者の増加に伴い増えている。 
 委託料は、運行経費（月当たり総走行距離＝路線長×運行便数）から運賃収入を差

し引いた額であり、月ごとの運行便数によって変動する。 
 収支率は、運賃経費に占める運賃収入の割合であるが、H25年度は22.0％となって

いる。月別にみると、H26年3月の25.9％が最高である。H24年7月より便数を１便増やし

たことで運行経費は膨らんだが、利用者も増加したため収支率は下がることなく概ね

20％台を維持している。 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

運行経費（円）　　　　　　ａ 582,390 582,390 582,390 582,390 627,190 537,591 627,190 582,390 582,390 582,390 537,591 582,390 6,988,682

運賃収入（円）　　　　　　ｂ 73,000 68,000 61,700 69,000 76,300 64,100 73,700 62,400 62,800 70,700 73,000 72,200 826,900

委託料　 （円） 　　　   　ｃ 509,390 514,390 520,690 513,390 550,890 473,491 553,490 519,990 519,590 511,690 464,591 510,190 6,161,782

収支率　　　   　 (b÷ａ)×100 12.5% 11.7% 10.6% 11.8% 12.2% 11.9% 11.8% 10.7% 10.8% 12.1% 13.6% 12.4% 11.8%

利用者数（人）　　　　　　ｅ 730 680 617 690 763 641 737 624 628 707 730 722 8,269

運行日数（日）　　　　　　ｆ 26 26 26 26 28 24 28 26 26 26 24 26 312

運行便数（便）　　　　　　ｇ 104 104 104 104 112 96 112 104 104 104 96 104 1,248

1便当たり利用者数　 ｅ÷ｇ 7.0 6.5 5.9 6.6 6.8 6.7 6.6 6.0 6.0 6.8 7.6 6.9 6.6

市民一人当たり負担額（円）※1 10 11 11 11 11 10 11 11 11 11 10 11 127

H24年度利用者数（人）ｈ　　※2 772 754 840 584 634 691 587 581 608 580 586 692 7,909

対前年比　　　　　　　 ｅ÷ｈ　 0.95 0.90 0.73 1.18 1.20 0.93 1.26 1.07 1.03 1.22 1.25 1.04 1.05
48,553 人より算出

図２－１．月別利用者数（H24、H25年度)、１便当たり利用者数（Ｈ25年度）の推移 図２－２．運賃収入、委託料、収支率の推移（Ｈ25年度）

　　　　※1　市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数 ＝

平成25年度循環バス運行実績等一覧

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1,000

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

H24年利用者数 H25年利用者数 １便当たり利用者数（左目盛り） 
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委託料 運賃収入 収支率（左目盛り） 

 利用者数は、H24年度は7,909人であったが、H25年度は8,269人とな

り、微増であった。１便当たりの利用者数はH25年度の平均で6.6人

（H24年度：6.3人）である。 

 収支率はH25年度で11.8％にとどまっている（H24年度：11.2％） 
 毎月概ね11～12％間で推移している。 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

運行経費（円）　　　　　　ａ 756,678 756,678 767,318 752,858 825,044 716,312 834,244 765,958 759,078 759,798 703,832 759,978 9,157,776

運賃収入（円）　　　　　　ｂ 48,500 44,700 48,050 43,450 46,100 42,450 45,300 40,950 37,650 39,200 37,200 41,350 514,900

委託料　 （円） 　　　   　ｃ 708,178 711,978 719,268 709,408 778,944 673,862 788,944 725,008 721,428 720,598 666,632 718,628 8,642,876

収支率　　　   　 (b÷ａ)×100 6.4% 5.9% 6.3% 5.8% 5.6% 5.9% 5.4% 5.3% 5.0% 5.2% 5.3% 5.4% 5.6%

利用者数（人）　　　　　　ｅ 514 470 506 462 500 456 490 452 418 438 417 448 5,571

運行日数（日）　　　　　　ｆ 39 39 39 39 42 36 42 39 39 39 36 39 468

運行便数（便）　　　　　　ｇ 143 143 143 143 154 132 154 143 143 143 132 143 1,716

1便当たり利用者数　 ｅ÷ｇ 3.6 3.3 3.5 3.2 3.2 3.5 3.2 3.2 2.9 3.1 3.2 3.1 3.2

市民一人当たり負担額（円）※1 15 15 15 15 16 14 16 15 15 15 14 15 178

H24年度利用者数（人）ｈ　　※2 453 521 489 491 558 487 480 448 445 443 444 501 5,760

対前年比　　　　　　　 ｅ÷ｈ　 1.13 0.90 1.03 0.94 0.90 0.94 1.02 1.01 0.94 0.99 0.94 0.89 0.97
48,553 人より算出

図３－１．月別利用者数（H24、H25年度)、１便当たり利用者数（Ｈ25年度）の推移 図３－２．運賃収入、委託料、収支率の推移（Ｈ25年度）

　　　　※1　市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数 ＝

平成25年度乗り合いタクシー運行実績等一覧
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委託料 運賃収入 収支率（左目盛り） 

 H24年度に比べH25年度の利用者は微減しており、H25年度の年間

利用者数は5,500人であった。 
 １便当たりの利用者数は、H25年度の平均で3.2人であり、概ねこの

水準で推移している。 
 

 収支率は、年度前半では概ね6％台で推移していたが、年度後半で

は概ね5％台で推移している。H25年度の平均は5.6％であった。 
 



1 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

レターバス 運行経費（円）　　　　　　ａ 2,424,631 2,510,188 2,438,837 3,063,154 3,091,565 2,945,553 3,077,360 2,973,966 3,034,741 3,034,741 2,767,177 3,048,947 34,410,860

運賃収入（円）　　　　　　ｂ 468,900 481,700 468,100 543,600 655,400 602,000 630,400 590,700 619,800 587,100 556,900 737,900 6,942,500

委託料　 （円） 　　　   　ｃ 1,955,731 2,028,488 1,970,737 2,519,554 2,436,165 2,343,553 2,446,960 2,383,266 2,414,941 2,447,641 2,210,277 2,311,047 27,468,360

収支率　　　   　 (b÷ａ)×100 19.3% 19.2% 19.2% 17.7% 21.2% 20.4% 20.5% 19.9% 20.4% 19.3% 20.1% 24.2% 20.2%

利用者数（人）　　　　　　ｅ 4,289 4,393 4,281 5,268 6,034 5,596 6,008 5,403 5,883 5,559 5,169 6,731 64,614

運行日数（日）　　　　　　ｆ 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

運行便数（便）　　　　　　ｇ 280 290 282 352 356 338 354 342 348 348 318 350 3,958

1便当たり利用者数　 ｅ÷ｇ 15.3 15.1 15.2 15.0 16.9 16.6 17.0 15.8 16.9 16.0 16.3 19.2 16.3

市民一人当たり負担額（円）※ 40 42 41 52 50 48 50 49 50 50 46 48 566

H23年度利用者数（人）ｈ 3,448 3,336 3,489 3,617 4,273 3,510 3,490 3,164 3,603 3,221 3,590 4,447 43,188

対前年比　　　　　　　 ｅ÷ｈ　 1.24 1.32 1.23 1.46 1.41 1.59 1.72 1.71 1.63 1.73 1.44 1.51 1.50
48,553 人より算出

H24年度は、4～6月は１日５便、7月以降１日６便で運行。

図１－１．月別利用者数（H23、H24年度)、１便当たり利用者数（Ｈ24年度）の推移 図１－２．運賃収入、委託料、収支率の推移（Ｈ２４年度）

平成24年度コミュニティバス等運行実績一覧

　　※市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数 ＝
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H23年利用者数 H24年利用者数 １便当たり利用者数（左目盛り） 
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委託料 運賃収入 収支率（左目盛り） 

 レターバスの利用者数は、増加している。Ｈ２３年度は年間利用者が

4万3３千人であったが、24年度は約6万5千人となった。 
 H24年7月にダイヤ改定を行い、従前の１日５便（左右とも）から６便に

増便したことで、利用者が顕著に増加している。１便当たり利用者は

16.3人である。 

 運賃収入は、利用者の増加に伴い増えている。 
 委託料は、運行経費（月当たり総走行距離＝路線長×運行便数）か

ら運賃収入を差し引いた額であり、月ごとの運行便数によって変動す

る。 
 収支率は、運賃経費に占める運賃収入の割合であるが、H24年度は

20.2％となっている。月別にみると、H25年3月の24.2％が最高である。

H24年7月より便数を１便増やしたことで運行経費は膨らんだが、利用



2 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

循環バス 運行経費（円）　　　　　　ａ 564,367 614,306 589,336 589,336 589,336 589,336 589,336 589,336 589,336 634,671 544,003 589,336 7,072,035

（日向、 運賃収入（円）　　　　　　ｂ 77,200 75,400 84,000 58,400 63,400 69,100 58,700 58,100 60,800 58,000 58,600 69,200 790,900

　須屋） 委託料　 （円） 　　　   　ｃ 487,167 538,906 505,336 530,936 525,936 520,236 530,636 531,236 528,536 576,671 485,403 520,136 6,281,135

収支率　　　   　 (b÷ａ)×100 13.7% 12.3% 14.3% 9.9% 10.8% 11.7% 10.0% 9.9% 10.3% 9.1% 10.8% 11.7% 11.2%

利用者数（人）　　　　　　ｅ 772 754 840 584 634 691 587 581 608 580 586 692 7,909

運行日数（日）　　　　　　ｆ 25 27 26 26 26 26 26 26 26 28 24 26 312

運行便数（便）　　　　　　ｇ 100 108 104 104 104 104 104 104 104 112 96 104 1,248

1便当たり利用者数　 ｅ÷ｇ 7.7 7.0 8.1 5.6 6.1 6.6 5.6 5.6 5.8 5.2 6.1 6.7 6.3

市民一人当たり負担額（円）※1 10 11 10 11 11 11 11 11 11 12 10 11 129

H23年度利用者数（人）ｈ　　※2 655 620 580 705 827 678 709 675 730 671 739 813 8,402

対前年比　　　　　　　 ｅ÷ｈ　 1.18 1.22 1.45 0.83 0.77 1.02 0.83 0.86 0.83 0.86 0.79 0.85 0.94
48,553 人より算出

　　　 ※2　H23年度利用者数については、須屋線及び日向新迫線の合計

図２－１．月別利用者数（H23、H24年度)、１便当たり利用者数（Ｈ24年度）の推移 図２－２．運賃収入、委託料、収支率の推移（Ｈ２４年度）

　　　　※1　市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数 ＝
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委託料 運賃収入 収支率（左目盛り） 

 利用者数は、H23年度は8402人であったが、H24年度は7909人とな

り、減少傾向にある。１便当たりの利用者数はH24年度の平均で6.3人

である。 

 収支率はH24年度で11.2％にとどまっている。H24年7月以降は概ね

10～12％間で推移している。 



3 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

乗合ﾀｸｼｰ 運行経費（円）　　　　　　ａ 656,208 765,576 710,892 710,892 710,892 710,892 710,892 710,892 710,892 765,576 656,208 710,892 8,530,704

(路線運行) 運賃収入（円）　　　　　　ｂ 44,200 50,150 45,910 45,400 52,500 46,750 45,250 42,200 41,750 41,800 41,900 47,800 545,610

委託料　 （円） 　　　   　ｃ 612,008 715,426 664,982 665,492 658,392 664,142 665,642 668,692 669,142 723,776 614,308 663,092 7,985,094

収支率　　　   　 (b÷ａ)×100 6.7% 6.6% 6.5% 6.4% 7.4% 6.6% 6.4% 5.9% 5.9% 5.5% 6.4% 6.7% 6.4%

利用者数（人）　　　　　　ｅ 453 521 489 491 558 487 480 448 445 443 444 501 5,760

運行日数（日）　　　　　　ｆ 12 14 13 13 13 13 13 13 13 14 12 13 156

運行便数（便）　　　　　　ｇ 132 154 143 143 143 143 143 143 143 154 132 143 1,716

1便当たり利用者数　 ｅ÷ｇ 3.4 3.4 3.4 3.4 3.9 3.4 3.4 3.1 3.1 2.9 3.4 3.5 3.4

市民一人当たり負担額（円）※1 13 15 14 14 14 14 14 14 14 15 13 14 164

H23年度利用者数（人）ｈ　　※2 345 342 343 400 427 425 434 498 439 395 398 447 4,893

対前年比　　　　　　　 ｅ÷ｈ　 1.31 1.52 1.43 1.23 1.31 1.15 1.11 0.90 1.01 1.12 1.12 1.12 1.18
48,553 人より算出

　　   ※2  H23年度利用者数については、合生・御代志線、後川辺線及び合生・上生線の各月実績値の合計

図３－１．月別利用者数（H23、H24年度)、１便当たり利用者数（Ｈ24年度）の推移 図３－２．運賃収入、委託料、収支率の推移（Ｈ２４年度）

　　　　※1　市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数 ＝
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委託料 運賃収入 収支率（左目盛り） 

 H23年度に比べH24年度の方が利用者が増加しており、H24年度の

年間利用者数は5760人であった。１便当たりの利用者数は、H24年度

の平均で3.4人であり、概ねこの水準で推移している。 
 

 収支率は概ね６％台で推移しており、H24年度の平均は6.4％であ

る。 
 



4 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

乗合ﾀｸｼｰ 運行経費（円）　　　　　　ａ 5,120 16,160 6,640 12,160 6,720 14,720 10,160 9,200 3,760 6,480 17,840 25,280 134,240

(区域運行) 運賃収入（円）　　　　　　ｂ 800 3,400 1,000 2,600 1,000 2,600 1,600 1,800 600 1,000 3,600 3,800 23,800

委託料　 （円） 　　　   　ｃ 4,320 12,760 5,640 9,560 5,720 12,120 8,560 7,400 3,160 5,480 14,240 21,480 110,440

収支率　　　   　 (b÷ａ)×100 15.6% 21.0% 15.1% 21.4% 14.9% 17.7% 15.7% 19.6% 16.0% 15.4% 20.2% 15.0% 17.7%

利用者数（人）　　　　　　ｅ 4 17 5 13 5 13 8 9 3 5 18 19 119

運行日数（日）　　　　　　ｆ 2 6 3 5 4 7 5 4 2 3 10 11 62

運行便数（便）　　　　　　ｇ 4 11 5 9 5 13 8 7 3 5 13 19 102

1便当たり利用者数　 ｅ÷ｇ 1.0 1.5 1.0 1.4 1.0 1.0 1.0 1.3 1.0 1.0 1.4 1.0 1.2

市民一人当たり負担額（円）※1 0.1 0.3 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.3 0.4 2.3

H23年度利用者数（人）ｈ　　※2 - - - - 8 10 15 14 24 14 7 9 101

対前年比　　　　　　　 ｅ÷ｈ　 - - - - 0.63 1.30 0.53 0.64 0.13 0.36 2.57 2.11
48,553 人より算出

　　   ※2  H23年度利用者数については、植木線実績値のみ。なお、植木線はH23.8月から運行開始

図４－１．月別利用者数（H23、H24年度)、１便当たり利用者数（Ｈ24年度）の推移 図４－２．運賃収入、委託料、収支率の推移（Ｈ２４年度）

　　　　※1　市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数 ＝
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委託料 運賃収入 収支率（左目盛り） 

 利用者が固定化されており、月によって利用回数が異なるため、利

用者数の変動が大きい。H24年の利用者数は119人であった。 
 収支率は、月によって変動するが、概ね15％~20％である。 
 



●翔陽高校線
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

運行経費 173,213 259,820 259,820 247,447 111,351 235,075 222,703 259,820 235,075 210,330 247,447 136,096 2,598,197
運賃収入 238,430 162,477 116,854 94,333 88,108 84,367 138,892 110,458 69,845 139,810 83,536 55,301 1,382,411
委託料 -65,217 97,343 142,966 153,114 23,243 150,708 83,811 149,362 165,230 70,520 163,911 80,795 1,215,786
利用者数 578 693 664 530 240 498 532 543 382 539 416 236 5,851
運行日数 14 21 21 20 9 19 18 21 19 17 20 11 210
運行便数 28 42 42 40 18 38 36 42 38 34 40 22 420
1便当たり利用者数 20.6 16.5 15.8 13.3 13.3 13.1 14.8 12.9 10.1 15.9 10.4 10.7 13.9
市民一人当たり負担額 -1 2 3 3 0 3 2 3 3 1 3 2 25
H23年度利用者数 511 668 749 492 117 535 558 574 409 566 483 281 5,943
対前年比 1.13 1.04 0.89 1.08 2.05 0.93 0.95 0.95 0.93 0.95 0.86 0.84

48,553 人より算出

●スクールバス（野々島公民館～ユーパレス弁天）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

運行経費 89,758 137,138 158,193 156,325 10,000 242,123 276,596 256,596 178,434 191,069 251,596 175,797 2,123,625
運賃収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
委託料 89,758 137,138 158,193 156,325 10,000 242,123 276,596 256,596 178,434 191,069 251,596 175,797 2,123,625
運行便数（臨時便） 15 23 27 30 2 46 53 49 34 36 48 34 397
運行便数（循環ﾊﾞｽ利用） 28 42 44 12 0 23 22 22 16 21 22 11 263
市民一人当たり負担額 2 3 3 3 0.2 5 6 5 4 4 5 4 44

48,553 人より算出※市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数：

※市民一人当たり負担額については、H24.3.31現在の12歳（中学生）以上の人口数：
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合志市地域公共交通協議会 
平成 26 年 5 月 28 日 

 
 
 

コミュニティバス運行事業評価 



●コミュニティバス運行事業の評価 

 平成 26 年 3 月に「合志市地域公共交通計画（別冊）」を策定しました。その中で、コミュニティバスのあり方や方向性を

明確にするため「コミュニティバス運行指針・指標」を設定いたしました。 
 当該計画期間（平成 27 年度）においては、下記の指標・指針に基づきコミュニティバス運行事業の評価を行い、必要に

応じ運行体系等の見直しを行うこととしています。 
 
レターバス等に関する指標、目標値、指針 

  指標 
現状値 

(H24実績) 

目標値 

(H27年度) 

指 針 
（目標値に届かない場合の対策の選択肢） 
※ただし、対策の実施については協議会で決定 

レターバス 

１）収支率 20% 25% 
●減便 ●運賃値上げ 

●ルートの短縮          など 

２）定時性 
最大遅延 

41 分 

最大遅延 

10 分 

●ルートの短縮  

●ルートの一部変更        など 

３）新規利用 

者の増加 
10% 10% 

●講座等の利用促進策を実施しても新規利用者

が増えない場合はルートの一部変更 

                 など 

循環バス須屋線 利用者数 3,449 人 3,400 人 

●レターバスの再編を行う場合に併せて、必要に

応じ運行形態の見直しを実施 

循環バス日向・新迫線 利用者数 4,466 人 4,400 人 

乗り合いタクシー合生・上生線 利用者数 770人 750人 

乗り合いタクシー合生・御代志線 利用者数 3,561 人 3,500 人 

乗り合いタクシー後川辺線 利用者数 1,426 人 1,400 人 

予約制乗り合いタクシー植木線 利用者数 119人 100人 

  ※新規利用者の増加は、毎年の乗り込み調査により乗客ヒアリングを行い、全調査対象者に占める「１年以内に利用しはじめた」と回答

した人の割合で判断。乗降バス停と関連付けて調査する。 
 ※循環バス須屋線に関しては、利用意識調査を実施し、調査結果を基に運行形態について検討・協議を行い、必要に応じて見直しを行う。 

  ※運賃改定について、消費税増税及び安定運行（車両更新等）の観点から、平成 26 年度に検討・協議を行う。 



●平成 25 年度コミュニティバス運行事業評価 

  指標 
現状値 

(H25実績) 

目標値 

(H27年度) 
評価 要因等 

レターバス 

１）収支率 22.0% 25% 未達成 
平成 26 年 3 月の収支率の実績値は 25.9％と目標値を上

回ったものの、年平均では 22.0％に止まった。 

25％の達成のためには、月平均 7,500人の利用が必要 

２）定時性 
最大遅延 

65分 

最大遅延 

10分 
未達成 

慢性的な交通渋滞が発生する箇所を運行するため遅延が

発生。 

３）新規利用 

者の増加 
37.3% 10% 達成 

 新規利用者は、特に 30代以下では 5割以上の人が 1年以

内に利用を開始した。 

循環バス須屋線 利用者数 3,842 人 3,400 人 達成 
概ね固定客による利用。利用目的は、老人憩の家及びハ

ロデイ・ナフコであった。 

循環バス日向・新迫線 利用者数 4,427 人 4,400 人 達成 
概ね固定客による利用。利用目的は、老人憩の家及び再

春荘病院であった。 

乗り合いタクシー合生・上生線 利用者数 944 人 750 人 達成 
 Ｈ24年度の月毎の利用者数と比較すると、平準して利用

者が微増している。 

乗り合いタクシー合生・御代志線 利用者数 3,197 人 3,500 人 未達成 
 Ｈ24年度の利用者数と比較すると、夏場（6～8月）の利

用が大きく落ち込んでいる。 

H24年度：約 350人/月   H25 年度：約 290人/月 

乗り合いタクシー後川辺線 利用者数 1,430 人 1,400 人 達成  概ね固定客による利用。利用回数も横ばいであった。 

予約制乗り合いタクシー植木線 利用者数 71人 100 人 未達成  固定客による利用。利用回数が減少傾向である。 



●未達成項目に対する対策（案）について 

 目標値達成のため、運行指針に基づき次のとおり対策（案）を実施する。 
 指標項目 対策（案） 理由等 

レターバス 

収支率 
①利用促進策の実施 
②運賃改正 

①25％達成には月平均 7,500 人（1 便あたり約 21
人）の利用が必要であり、学生の長期休暇期間（8
月、3 月）はそれを上回る利用を望めるが、年間

を通じて利用者数を確保できるよう利用促進の

取り組みを実施する。 
②運賃改定について、消費税増税及び安定運行（車

両更新等）の観点から、平成 26 年度に検討・協議

を行うこととしている。（作業部会において検討・

協議） 

定時性 
現状に即したダイヤ

の改正 

今年度導入予定のバスロケーションシステムに

て、現在の遅延による不安感等を軽減させる。それ

と併せて、当該システムにおいて各バス停区間の遅

延状況を把握できるため、情報を精査し現状に即し

たダイヤの改正を行う。新ダイヤ及び改正時期につ

いては作業部会において検討・協議を行う。 

乗り合いタクシー合生・御代志線 利用者数 利用促進策の実施 沿線の自治会や老人クラブ等に出前講座等を実施 

予約制乗り合いタクシー植木線 利用者数 利用促進策の実施 該当区域に啓発チラシ（回覧）を配布 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合志市地域公共交通協議会 

平成 26 年 5 月 28 日 

 

 

 

平成 26 年度事業計画（案）について 



平成 26 年度公共交通関係予算および事業計画（案） 

（歳入） 

項目 名称 予定額 前年度予算額 備考 

国庫補助金 
地域公共交通確保維持改善事

業費補助金 
5,268,000 円 6,000,000 円 

国庫補助上限額 
※算定式 

4,240 人（交通不便地域対象人口）*299.07 円+400 万円 

県補助金 
生活交通維持活性化総合交付

金 
1,400,000 円 1,400,000 円 県補助上限額（市町村按分） 

諸収入 コミュニティバス広告収入 280,800 円 208,000 円 
内訳：Ｈポール 122,400 円/年*1 件 

   額面 86,400 円/年*1 件 

   音声広告 18,000 円/年*4 件 

（歳出） 

No 平成 26 度 

実施事業名 
事業計画内容 予定額 前年度予算額 備考 

1 協議会運営事業 地域公共交通計画実施事業

の検証 

協議会 3 回開催、作業部会

4 回開催予定 

 

【協議内容】 

・循環バス須屋線の見直しの検討 

・レターバスダイヤ調整の検討 

・運賃改正の検討 

・H26 年度事業評価 

・H27 年度事業計画 

549,000 円 675,000 円 

協議会：3,700 円*21 人*3 回 
H26.5：事業実績報告、H26 年度事業計画（案）、生

活交通 NW 計画内容協議 

H26.10：事業中間報告、須屋線見直しの検討 H27

年度事業計画（案） 

H27.2：事業評価 

 

作業部会：3,700 円*7 人*4 回 
 H26.6：須屋線見直し等の検討・協議 

H26.7：須屋線見直し等の検討・協議 

 H26.8：須屋線見直し等の検討・協議、H27 年度事

業計画（案）協議 

 H26.9：H27 年度事業計画（案）協議 

 

※通信運搬費（切手代）11,000 円 



2 地域公

共交通

計画実

施事業 

コミュ

ニティ

バス 

【レターバス】 

現行のルート、ダイヤ及び便

数にて運行。 

【循環バス】 

現行のルート、ダイヤ及び便

数にて運行。 

37,444,000 円 38,018,000 円 

運賃収入増による減額 

●レターバスダイヤ調整の検討 

・ICT を活用したバスロケーションシステ

ム（バス位置情報）の導入 

●循環バス須屋線見直しの検討 

乗り合

いタク

シー 

【路線運行】 

現行３ルート・現行ダイヤで

継続運行 

【区域運行】 

現行２区域・現行ダイヤで継

続運行 

【路線運行】 

8,681,000 円 

 

【区域運行】 

122,000 円 

【路線運行】 

8,600,000 円 

 

【区域運行】 

130,000 円 

【路線運行】 

運行単価（消費税増税による）の増 

 

【区域運行】 

 運行便数の減 

３ P＆R 駐車場管

理運営事業 

 平成 26 年 3 月 31 日現在

46 台の契約であるが、さらに

契約台数が増えるよう熊本都

市圏協議会等と連携した周知

（冊子配布など）を実施する。 

 また、適切な管理運営や啓

発活動の実施について熊本電

鉄と連携を図る。 

－ － 

熊本電鉄㈱へ P＆R 管理運営を依頼し、啓発活

動の実施について関係団体と連携を図る。 

 

※駐車可能台数 62 台（稼働率 74.2％） 

うち、鳩のフン害による駐車不可：10 台 

４ JR 光の森駅駐

輪場維持管理負

担金支出事業 

菊陽町による適切な維持管

理が実施されるよう駐輪場の

維持管理負担金を支出。 

438,000 円 439,000 円 巡視員実働日数減による減額 

5 翔陽高校線運行

委託事業 

現行ルート・現行ダイヤで継

続運行 
856,000 円 979,000 円 

運賃収入増による減額 

※平成 27 年度廃止予定 



6 湯ったり乗った

り 弁 天 カ ー ド

（定期券）発行

及び入浴料補助

事業 

事務事業検証会での事業検

証の結果、当該事業は「民間

による実施」と判定され、事

業内容等を精査した結果、本

事業は平成 26 年度から廃止

とする。 

ただし、定期券の制度は引

き続き実施する。 

0 円 1,080,000 円 事業廃止 

7 啓発・利用促進

活動 

・レターバスガイドブックの

作成 

・市秋まつり開催時に、地域

公共交通啓発ブースを設置し

市民の意識向上を図る。 

・主に高齢者団体（老人クラ

ブ、いきいきサロンなど）等

に対し、地域公共交通に関す

る講座や体験乗車を実施し、

新規利用者の掘り起こしを図

る。 

・小学校児童に対し、バスの

乗り方教室を実施する。 

・昨年に引き続き「おでかけ

サポーター」育成を、市民に

限らず広く募集し実施する。 

・コミュニティバスと市商工

会加盟店等と連携した取り組

みを実施する。 

740,000 円 119,000 円 

・ガイドブックの作成 

・回数券の販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 
生活交通ネットワーク計画（地域内フィーダー系統確保維持計画を含む） 

 

平成 26年 月 日 

 

          （名称）合志市地域公共交通協議会           
  

生活交通ネットワーク計画の名称 

 

 合志市地域生活交通ネットワーク計画 

  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

【背景と目的】 

近年、利用者数の減少による経営難から、全国的にバス路線の統廃合などが進められてい

ます。本市においても、市民のマイカーへの依存度は高く、公共交通の利用者は減少傾向が

続いています。特に、高齢化が進んだ農村部においては、採算上の問題からバス路線の一部

が廃止されるなど、交通弱者の生活が一層不便になっている地域も見られます。 

 現在、本市内では、路線バス（熊本電鉄）、鉄道（熊本電鉄）、環状・循環バス及び乗り合

いタクシー（熊本電鉄及び市内タクシー事業者（市による補助あり））が運行していますが、

路線バスの多くは市南部の住宅団地部を中心にダイヤが組まれ、熊本電鉄のサービス範囲は

市内の一部に限られています。環状・循環バス及び乗り合いタクシーについては、市内全域

を網羅するように運行していますが、市の財政負担の問題もあり、最小限のサービスにとど

まっています。また、隣接する大津町、菊陽町をJR豊肥線が通っていますが、本市内からJR

駅（JR光の森駅）へのアクセスも十分とはいえません。 

 このままでは、公共交通のサービスの空白地帯が生じ、市民生活の地域格差が増大する恐

れがあり、この問題の解決には交通事業者単独の経営努力では自ずと限界があります。長期

的な視点に立てば、人口高齢化の一層の進展に伴い、外出手段確保の必要性は高まり、また

地球温暖化防止など環境対策の点からも、公共交通の重要性が増してくるものと考えられま

す。  

このため、市内の公共交通ネットワークを再編することによって、公共交通サービス空白

地域をなくし、市民の公共施設、病院、大規模商業施設及びJR光の森駅等へのアクセス手段

を整備することを目的として、地域公共交通確保維持事業に取り組みます。 

 

 

【必要性】 
本市においては、大きく３つの異なる日常生活圏があり、地域によって買い物や通院とい

った基本的な日常生活に違いが見られる。さらに、市内の各種施設の利用等のため、市内の

東西方向への公共交通による移動の確保が困難である。 

 これらを考慮して、市民が通いなれた商業施設、病院及び公共施設等を利用できるような

公共交通を整備することが必要とされている。 

 また、市外への公共交通による移動では、熊本市方面への熊本電鉄やＪＲなどの利用を希

望する声が多いため、鉄道駅を主要乗り換え拠点とし、そこに至る公共交通手段を強化につ

いても必要とされていることから、次の路線について地域公共交通確保維持事業を活用し、

住民の生活交通手段を存続させていくことが必要である。 

 

  ●地域ごとの生活圏に対応した生活支援交通及び市内移動手段の路線 

●鉄道駅やバスターミナルの拠点性を高めるフィーダー路線 

 

 

 

 



 
２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

①公共交通機関を利用している人の割合：68.5％ 

 

②公共交通機関を使った市内外への移動での乗り換え乗り継ぎが円滑にできている思う

人の割合：27.0％ 

 

③鉄軌道（熊本電鉄や JR）を使って移動が円滑にできていると答えた市民の割合：73.6％ 

 

④バスを使って移動が円滑にできていると答えた市民の割合：71.3％ 

 

 

※当該目標と目標値については、第 2期市総合計画の指標を基に設定し、毎年実施してい

る 3,000人市民アンケートにより評価を行う。 

 

（２）事業の効果 

目標を達成することにより、次の効果が期待される。 

●市民の市内外の移動が円滑にできる 

●市民生活における地域間格差の解消 

●市民（特に交通弱者）の社会参加の増加による地域活性化 

●環境対策（ＣＯ２削減）への寄与 

 

３．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付 

 

４．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

 地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表２」を添付 

なお、合志市から運行事業者への運行委託金額については、運行収入を運行経費から差し

引いた差額分を負担することとしている。  

 

５．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

 

合志市地域公共交通協議会 

 

６．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

 【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

・運行委託業務実績報告書（毎月報告） 

・ＯＤ調査 

・利用者アンケート（車内聞き取りアンケート） 

７．別表４の補助事業の基準二に基づき、協議会が平日１日当たりの運行回数が３

回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 



 
８．別表４の補助事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に準

ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 

９．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を添付 

 

10．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

該当なし 

11．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

 

（２）事業の効果 

該当なし 

12．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者、要する費用の総額、負担

者及びその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国

庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

 

13．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

14．協議会の開催状況と主な議論  

 

平成 26年 5月 28日（第 29回） 当該計画について協議し合意を得られた 

   

15．利用者等の意見の反映 

 

本市の協議会の構成委員（住民・利用者代表）として、市区長連絡協議会、市老人クラブ

連合会、市身体障害者福祉協議会、市ＰＴＡ連絡協議会、コミュニティ委員会及びＮＰＯ法

人の各種団体が参画しており、地域住民や利用者目線の意見をいただき、計画策定及び路線

バス等の運行等に反映させている。 

 

 

 



 
16．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 協議会への参画なし 

関係市区町村 協議会への参画なし 

交通事業者・交通施

設管理者等 

熊本電気鉄道㈱ ㈱相互交通 ㈲キティー交通 ㈲銀杏交通タクシー

熊本河川国道事務所 熊本県県北広域本部土木部 合志市建設課  

大津警察署 

地方運輸局 熊本運輸支局 

その他協議会が必

要と認める者 
熊本大学教授、市商工会、利用者代表等 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 熊本県合志市竹迫 2140      

（所 属） 合志市 政策部 企画課                

（氏 名） 坂田寛之                

（電 話） 096-248-1813（直通）                
（e-mail） h-sakata@city.koshi.lg.jp    

注意：本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によらな

くても差し支えありません。 

 

また、既存計画部分で生活交通ネットワーク計画の記載項目に合致する部分は、そこからの

転記や、該当部分を明確にした上での添付などにより活用いただいて差し支えありません。 

 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

各記載項目について、地域公共交通総合連携計画等既存計画が活用できる場合は、当該計

画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節のとおり、等として引用したりすること

も可能です（ただし、ネットワーク計画全体として、協議会における協議が整った上で提

出される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 


	00 次第
	01 平成25年度運行実績
	運行実績【統合】
	運行実績【統合】 (2)

	02 バスロケ報告書
	201405210001
	201405210002
	201405210003
	201405210004
	201405210005
	201405210006
	201405210007
	201405210008
	201405210009
	201405210010
	201405210011
	201405210012
	201405210013
	201405210014
	201405210015
	201405210016
	201405210017
	201405210018
	201405210019
	201405210020
	201405210021
	201405210022
	201405210023
	201405210024
	201405210025
	201405210027
	201405210028
	201405210029
	201405210030
	201405210031
	201405210032
	201405210033
	201405210034

	03 コミュニティバス運行事業評価
	04 H26事業計画（案）
	②生活交通NW計画（熊本県合志市）
	生活交通ネットワーク計画の名称
	（１）事業の目標




